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・医療機関でよく使う指標について
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●用語の整理（病院報告）

R5.9沼田まとめ
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・在院患者延数
病床の種別ごとに、毎日24時現在に在院していた患者の合計

(1)現に当月中に在院していた患者の延数
(2) 在院中の患者が外泊していた場合も、計上
(3) 入院してその日のうちに退院あるいは死亡した者は、計上しない
(4) 当月中に開設したときは、開設した日から当月の末日までの延数
(5) 開設中の施設が、当月中に休・廃止したときは、当月の１日から休・

廃止した日の前日までの延数

・月末在院患者数
病床の種別ごとに、当月の末日24時現在に在院している患者数を記入
(1)現に当月の末日24時現在に在院している患者数を記入
(2) 在院中の患者が当月の末日に外泊している場合も、計上
(3) 当月の末日に入院してその日のうちに退院あるいは死亡した者は、

計上しない
(4) 「総数」欄は、前月の「月末在院患者数」で、次の関係になる。

(前月「月末在院患者数」)＋(当月「新入院患者数」)
－(当月「退院患者数」)＝(当月の「月末在院患者数」)

●用語の整理（病院報告）

R5.9沼田まとめ
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・新入院患者数
病床の種別ごとに、当月中に新たに入院した患者
(1) 入院した患者がその日のうちに退院あるいは死亡した場合も

計上
(2) 在院中の患者が同一医療機関内の種別の異なる病床に移動した

場合、入退院手続を行った者のみ
(3) 当月中に開設したときは、開設の日に在院中の患者がいた場合

は、新入院患者として計上
・退院患者数

病床の種別ごとに、当月中に退院した患者
(1) 入院した患者がその日のうちに退院あるいは死亡した場合計上
(2) 在院中の患者が同一医療機関内の種別の異なる病床に移動した

場合、入退院手続を行った者のみ計上
・外来患者延数

当月の新来、再来患者及び往診、巡回診療、健康診断、人間ドック等を
行い、診療録の作成又は記載の追加を行った患者
(1) 同一患者を二つ以上の診療科で診療し、それぞれの診療科で

診療録の作成又は記載の追加を行った場合、それぞれの外来患者
として計上

(2) 入院中の患者及び在院新生児が他の診療科で診療を受けた場合、
当該診療科において診療録の作成又は記載の追加を行った場合

●用語の整理（病院報告）
R5.9沼田まとめ



病床稼働率＝
（年間在院患者延数＋年間退院患者延数）÷（病床数×365）
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・１日平均在院患者数＝
年間在院患者延数÷当該年の年間日数

・１日平均外来患者数＝
年間外来患者延数÷当該年の年間日数

・病床利用率＝
年間在院患者延数

÷ （月間日数 × 月末病床数) の１月～12月の合計

●用語の整理（病院報告）
R5.9沼田まとめ

毎日24時現在に在院していた患者の合計

病床利用率＝ 在院患者延数÷病床数×365

1日でみると

100名 100名

100床 100床

100名＋0名 100名＋50名

100床 100床

＝

＝

100%

150%

50名退院、入院50名で24時100名在院24時100名在院

病床利用率＝

病床稼働率＝

＝

＝

100%

100%



・平均在院日数とは、
「病院に入院した患者の入院日数の平均値」と考えるとわかり易いが
厚生労働省でいう指標と海外で言っている計算式に違いがある。

①在院患者の平均在院日数

②退院患者の平均在院日数

③入院患者の平均在院日数

④入退院数から算定した平均在院日数
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●用語の整理
R5.9沼田まとめ

調査時点で在院している患者の入院総日数

調査時点で在院患者数

調査期間中に入院した患者の退院までの総日数

調査期間中の入院患者数

調査期間に退院した患者の入院総日数

調査期間中の退院患者数

調査期間中に在院した患者の延べ数

（調査期間中の新入院患者数＋退院患者数）÷ ２
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例）④平均在院日数 調査期間を1年（365日）とする
毎日80床在院（稼働病床数100床）、年に入院600人、退院600人

分子 「在院患者数」 80人/日×365日＝29,200人
分母 （入院600人＋退院600人）÷2＝600人
   29,200÷600＝48.6
④平均在院日数は 49日

病床回転数（病床あたり年間何人の患者が利用したか）
① 平均在院日数から求める

365（または366）÷年間の平均在院日数
例）365÷49＝6 年間 7.4回転

② 病床稼働数から求める
（（新入院患者数＋新退院患者数）÷2）÷稼働病床数

例）（(600+600)÷2）÷100＝6  年間 6回転
③ 平均在院日数と病床稼働率から求める

（365（または366）÷平均在院日数）×（病床稼働率）÷100
例）(365÷49)×0.8＝5.9  年間 6回転

●用語の整理
R5.9沼田まとめ
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●用語の整理
R5.9沼田まとめ

●公的A病院のデータ

・病床回転数：365÷11.8＝30.9
・稼働率を加味した
病床回転数：(365÷11.8)×0.869＝26.9

「平均在院日数を短縮する」
ことが増収には結びつかない。



第82回病院事務管理者
ネクスト研修会

病院事務管理者ネクスト研修会

R５.９．２６ 沼田資料

・10月以降コロナ特例の取扱い
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R5.9.15厚労省資料

●診療報酬関係
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R5.9.15厚労省資料

●診療報酬関係
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R5.9.15厚労省資料

●診療報酬関係
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R5.9.15厚労省資料

●診療報酬関係
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R5.9.15厚労省資料

●診療報酬関係
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R5.9.15厚労省資料

●診療報酬関係
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R5.9.15厚労省資料

●診療報酬関係



R5.9.15厚労省資料

●診療報酬関係（施設基準の特例）
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●ネクスト研修会の予定

・11月ネクスト研修会（オンライン）
 11月28日（火）16時から

・12月ネクスト研修会（オンライン）
 検討中

・10月ネクスト研修会（ハイブリッド）

 10月20日（金）18時から



ご清聴ありがとう
ございました。
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